
データシート 

業  種  トラック 

取組分野 教育･訓練等 

テーマ 独自に作成した資料を用いた乗務員の安全教育 

取組の狙い ポイントを絞り込んだ、わかりやすい教育資料を作成、活用する

とともに、定期的に理解の度合いをチェックすることにより、日々

の業務で忙しい乗務員に安全に係る重要事項の理解を徹底する。 

具体的内容 名阪急配(株)では、事故のために被害者の方や自社ドライバーに

辛い思いをさせないようにとの思いのもと、社全体で安全教育の徹

底を図っています。 

１．2009 年 1 月から、自社独自の教育用テキストを作成し、毎月勉

強会を実施しており、テキストの作成に当たっては、テーマ・内

容の選定に加え、如何に短時間でドライバーにわかりやすく伝え

るか工夫しています。また、講師用の解説も作成しています。【別

添参照】 

２．勉強会の実施にあたっては、一堂にドライバーを集めることは

難しいため、１４箇所あるセンターごとに複数回開催し、時間の

制約が多い部署でも、少しずつでも時間を確保してもらい、全員

が参加できる体制を作っています。 

３．なお、全社で教育レベルを揃えるため、センター毎に講師を養

成することとし、講師の教育制度も整備しています。さらに、安

全衛生推進チームのメンバーが、各センターを巡回し、講師のサ

ポートにあたっています。 

４．3 ヶ月ごとに確認テストを実施し、勉強の効果を確認するととも

に、その結果を社内のドライバーコンテストの選考基準としても

活用しています。また、理解度の低いドライバーに対しては、再

教育を行っています。 

 

取組の効果 2008 年から 2009 年にかけて、事故が４０％減少しました。 

 

事業者名 名阪急配(株) 

( 連 絡 先 ： 管 理 部 安 全 衛 生 推 進 チ ー ム  担 当 ： 早 川  電 話

0568-87-6770) 

 




